
１．今、求められる幼児期の教育と小学校教育の接続
近年、幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続が強

く求められている。本研究では、接続が求められるよ
うになった背景と経緯をたどりながら、どのような接
続が求められているのか、明らかにすることを目的と
する。さらに、その結果を踏まえて、実際の保育実践
においては、接続に向けてどのような活動が可能なの
か、教育課程・指導計画を分析し、環境構成と保育者
の援助の観点から検討していく。

１．１．接続が求められる背景
幼児期と小学校の教育の接続が求められる背景に

は、主に「移行時の不適応問題の発生」と「体系的な
指導への要請」がある（酒井，2012）。
１．１．１．移行時の不適応問題の発生

幼児期と小学校の教育への移行時の不適応問題と
は、いわゆる「小１プロブレム」と呼ばれる、授業中

の立ち歩きなど、小学校の学習や生活に適応できない
ために生じる問題行動の多発や授業の不成立を指す。
この現象は、平成11年頃からマスコミの報道により社
会的な注目を集めるようになった（藤井，2010）。当
初はその主な原因を、平成元年の「幼稚園教育要領」
の改定以来の幼児教育の実践、「自由保育」に求める
風潮も強かった（上野，2007）。

しかし「小１プロブレム」の名づけ親とも目される
新保（2001）は、「小１プロブレム」は「高学年の『学
級崩壊』とは異なり、幼児期を十分、生ききれてこな
かった、幼児期を引きずっている子どもたちが引き起
こす問題」（p.14）と指摘した。そして、その背景に
ある問題として、（1）子どもたちを取り巻く社会の変
化、（2）親の子育ての変化と孤立化、（3）変わってき
た就学前教育と変わらない学校教育の段差の拡大、
（4）自己完結して連携のない就学前教育と学校教育
の４点を挙げた。「小１プロブレム」はこうした複合
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的な要因から生じ、その克服のためには、やはり複合
的な取り組みが不可欠だと捉えたのである。

その後、大きくは「小１プロブレム」対策から幼小
連携の構築へと課題が移っていく（藤井，2010）。幼
児期の教育のみをやり玉に挙げるのではなく、幼児期
と小学校の教育の段差を円滑に接続することが強調さ
れるようになったのである。
１．１．２．体系的な指導への要請

一連の教育関係の法律の改正・改訂においても、幼
児期の教育と小学校教育との連続性・一貫性が重視さ
れるようになる。世界的にも幼児教育の重要性が謳わ
れるようになり、わが国でも平成18年の「教育基本法」
の改正で「幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の
基礎を培う重要なものである」（第11条）と規定され
た。翌19年の「学校教育法」の改正では、学校種の最
初に幼稚園が規定され、小学校以降の教育の基礎を培
うものとして、幼稚園の役割が明確化された。と同時
に、子どもの心身の発達に応じて体系的な教育を組織
的に行うことが目指された。これらを受けて平成20年
に改訂された「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」、
及び「小学校学習指導要領」では、保幼小の連携・接
続が明文化され、「子ども同士の交流」「保育者と教員
の交流」など具体的な連携の実施が求められた。

さらに平成22年11月には、文部科学省は「幼児期の
教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報
告）」（幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り
方に関する調査研究協力者会議，以下「幼小接続の在
り方」と略す）を出し、①幼児期の教育と小学校教育
の関係を「連続性・一貫性」で捉える考え方、②幼児
期と児童期の教育活動をつながりで捉える工夫、③幼
小接続の取り組みを進めるための方策（連携・接続の
体制づくり等）の３点を示した。今や、幼児期の教育
と小学校教育の接続は、その必要性、重要性を謳うだ
けではなく、その具現化が求められる時期に入ったと
いえる。

１．２．何をつなぐのか？ 
では「幼児期の教育と小学校教育の接続」とは、何

をつなぐのであろうか。無藤（2009）は「子ども同士
の交流」「教師同士の交流」「カリキュラムの接続」
の３点を挙げている。しかし、そもそもつなぐべき
両者の間にある段差とは何なのか。Table １に、横井
（2010）をもとに、両者の違いをまとめた。
１．２．１．教育のねらい・目標

わが国の教育の目的は「教育基本法」第１条にある
ように「人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及
び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ととも
に健康な国民の育成」である。その実現のために第２
条では、５つの目標（教育の基本事項、自分自身、社
会とのかかわり、自然との共生、国際社会とのかかわ

りに関すること）を掲げている。これら目標の達成に
よって目的の実現を目指す点は、幼児期、児童期いず
れの教育も共通している。またTable １に示した通り
（下線部参照）、「幼稚園教育要領」「学習指導要領」
の理念の根本には共に「生きる力」がある。
１．２．２．教育方法をつなぐ

このように、幼児期の教育と小学校教育は、目的や
目標の点では連続性・一貫性をもつ。しかし、具体的
な教育方法には、Table １に示したように、それぞれ
の独自性がある（酒井，2012）。

こうした指導方法や環境の違いは、子どもにとって
大きな段差となる。この段差をゆるやかにするための
方策として、無藤（2011）は、第１に「子ども同士の

（横井 ,2010，pp.29-43 をもとに作成。）

Table１　幼児期の教育と小学校教育の違い
幼児期の教育 小学校教育

教育の
ねらい
・目標

「生きる力の基礎」としての「心
情，意欲，態度」を身につける．

「生きる力をはぐくむ」．
「生涯にわたり学習する基盤
が培われるよう，基礎的な知
識及び技能を習得させるとと
もに，これらを活用して課題
を解決するために必要な思考
力，判断力，表現力その他の
能力をはぐくみ，主体的に学
習に取り組む態度を養うこと」

（１）
中心

「生活全体」が学びの場・「遊
び」が指導の中心．

「授業」が学習活動の骨格．

（３）
領域と
教科

「領域」（総合的に子どもの経
験を捉える際の１つの視点，
「窓」のようなもの）．

「教科」（それぞれが独立した
授業として展開される）．

（１）
環境
構成

「環境を通した教育」が基本． （学習指導要領には，言語環
境以外は「環境」の言葉なし）

（３）
空間

保育所・幼稚園の空間すべて
が「環境」．

教室環境，個人の机と椅子な
ど，ある一定の場所が個人的
な学習活動の場となる．

（２）
時間

おおまかでゆるやか（「一人ひ
とりの子どもの生活リズムや
発達過程」を重視）．

細かく，はっきりと区切られ
る．決められた時間にチャイ
ムが鳴る．

授業は45分が基準であり，
間に10分や20分の休み時間
が入る．

（４）
評価

保育者の自己評価が中心．子
どもを評価するという視点は
弱い．

「指導基準」（子どもの姿・何
を身につけさせたいかの評価
の指標）

「指導と評価の一体化」（評価
を教師自らの指導の改善につ
なぐ）

子どもたち自身の学習内容の
振り返り．

（５）
｢一人
一人｣
と｢集団｣

「一人一人を生かした集団」（集
団に先立ち，一人ひとりの子
どもを尊重する）．

「望ましい集団生活」のため
に，「集団の一員」として子ど
もが位置づけられる．

「授業」を通して「集団」で同
じ内容を学ぶという形態のな
かで，一人ひとりの子どもを
見る．

（２）
指導
計画

保育課程・教育課程や指導計
画は作成するが，子どもの活
動を規定するものではない．
「幼児が望ましい方向に向かっ
て自ら活動を展開していくこ
とができるよう」，「幼児の活
動に沿った柔軟な指導」が求
められる．

生活全体が指導案の対象であ
り，「生活の自然な流れ」，子
どもの「意識や興味の連続性」
を重視するため，指導案の時
間の区切りは，小学校に比べ
おおまか．

「各教科の各学年の指導内容」
は，小学校学習指導要領にお
いて詳細に定められおり，具
体的な指導計画を作成する．

「系統的・発展的な指導」，「効
果的・段階的な指導」を目指
す．

指　
　
　
　

導　
　
　
　

方　
　
　
　

法

環　
　
　
　
　
　
　

境

横山真貴子・木村　公美・竹内　範子・掘越　紀香

46



交流」を挙げている。幼児にとって少し年長の小学生
との交流は、憧れや「自分たちでやりたい」という刺
激となる。小学校への期待もふくらむ。一方、小学生
にとっても、自分よりも年少の子どもに出会い、自分
の力や成長を確認できる機会となる。双方にとってメ
リットのある互恵的な活動となるのである。

こういった「子ども同士の交流」を行うためには
「保育者と教師の交流」が不可欠となる。双方が互い
の保育・教育について理解を深め、計画的に活動を組
み込み、継続的に実現させていく努力が必要となる。
１．２．３．教育内容をつなぐ

教育内容においても、両者には大きな違いがある。
小学校の教育課程（カリキュラム）は、めあてやねら
いが先にあり、目的的に編成された活動のまとまりと
考える。一方、幼児期の教育では、園での生活や遊び
を通じて総合的にねらいが達成されていくものと捉え
る（酒井，2012）。

幼児期の教育と小学校教育の接続のためには、こう
した違いをもつ両者のカリキュラムに、つながりを付
けていくことも必要である。すなわち、接続カリキュ
ラム（幼児期の教育における「アプローチカリキュラ
ム」、小学校における「スタートカリキュラム」）の開
発である。しかし、ここでつなぐのは、具体的・直接
的な教育内容（文字の読み書き・計算など）ではない。
小学校での学習活動を進める上で基盤となる「学びの
芽生え」をつないでいくのである（無藤，2011）。
１．２．４．学びの芽生えをはぐくむ

では「学びの芽生え」とは何なのか。先述の「幼小
接続の在り方」（2010）では、「学ぶということを意識
しているわけではないが、楽しいことや好きなことに
集中することを通じて、さまざまなことを学んでいく
こと」（p.10）とし、「幼児期における遊びの中での学
び」がこれに当たるとする。一方「小学校における各
教科等の授業を通した学習」は、「学ぶということに
ついての意識があり、集中する時間とそうでない時間
（休憩の時間等）の区別がつき、与えられた課題を自
分の課題として受け止め、計画的に学習を進めること」
ができる「自覚的な学び」（p.10）だとする。

それゆえ、幼児期から児童期にかけては、両者の調
和のとれた教育が求められる。例えば、幼児期には「調
べる、比べる、尋ねる、協同するなどの様々な手法を
組み合わせて楽しみながら課題を見いだし解決する取
組」（p.11）を通して、学びの芽生えから自覚的に学
ぶ意識につなぎ、小学校では「楽しいことや好きなこ
とに没頭する中で生じた驚きや発見を大切にし、学ぶ
意欲を育てる」（p.11）ことが求められる。

１．３．学びの基礎力の育成　
１．３．１．幼小接続の３段構造
「幼小接続の在り方」（2010）では、幼児期の教育と

小学校教育の接続を「教育の目的・目標」→「教育課
程」→ ｢教育活動｣ で展開する３段構造で、体系的に
捉えようとしている。

具体的な実践の中では、それぞれの「教育活動」に
おいて、先述の「学びの芽生え」から「自覚的な学び」
への円滑な移行が求められる。しかし、まずは、幼児
期と小学校の教育に共通の「目標」を描き出すことが
必要である。「幼小接続の在り方」（2010）では「学び
の基礎力の育成」を「目標」としている。
１．３．２．学びの基礎力
「学びの基礎力」とは、学びの自立、生活上の自立、

精神的な自立の「三つの自立」を指す（Table２参照）。

幼児期の終わりには、その時期にふさわしい「三つ
の自立」を養うことを目指し、児童期（低学年）には、
その時期にふさわしい「三つの自立」を養いつつ、さ
らに「学力の三つの要素」を培うことが求められる。
「学力の三つの要素」とは、生涯にわたる学習基盤で
あり、「基礎的な知識・技能」、「課題解決のために必
要な思考力、表現力等」、「主体的に取り組む態度」を
指す。それぞれの発達の段階を踏まえた教育の充実が
求められている。
１．３．３．就学能力

子どもが獲得すべき能力の明確化、すなわち「就学
能力」の形成の観点から、幼児期と小学校の教育の接
続を検討しようとする試み（上野，2007）もある。「就
学能力」とは「幼児教育において形成・獲得されると
同時に、小学校低学年においても獲得・再形成される
能力」（上野，2007，p.116）とされる。

上野（2007）は「就学能力」の指標として、「学齢
成熟（Shulreife）」理論から「就学能力」概念への移
行の歴史を追う過程で、G．ヴィツラック（1972）の
12の指標を挙げている。「学びの基礎力」に比べ、よ
り詳細な指標となっているが、「身体的発達」「学習態
度・学習能力」「性格的・社会的行動習慣」「知的達成
能力」の４つの観点に括られる。これらは歴史的にも、
一般的に取り上げられてきた指標であり、「学びの基
礎力」に通じるものもある。また幼児期に形成しつつ、
同時に小学校低学年の教育で子どもに獲得させること
をめざす点は「学びの基礎力」と共通している。

上野（2007）は、これらの力は「遊びや総合的活動
の中で発揮され、形成される」とし、「個々の能力や

（「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」，2010,
p.15をもとに作成。）

Table ２　三つの自立

学びの自立

自分にとって興味・関心があり，価値があると感じられる活
動を自ら進んで行うとともに、人の話などをよく聞いて、それ
を参考にして自分の考えを深め、自分の思いや考えなどを適
切な方法で表現すること。

生活上の自立
生活上必要な習慣や技能を身に付けて、身近な人々、社会及
び自然と適切にかかわり、自らよりより生活を創り出していく
こと。

精神的な自立
自分のよさや可能性に気付き、意欲や自信をもつことによっ
て、現在及び将来における自分自身の在り方に夢や希望をも
ち、前向きに生活していくこと。
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機能の訓練ではなく、形成されるべき能力が含まれた
活動を展開する」（p.118）ことを強調している。そし
て「教育課程」は、こうした活動を実現するものだと
している。
１．３．４．幼児期に必要な学習準備

小学校の学習準備として幼児期に育むべき必要な力
を、母親の意識から探ったのが、ベネッセ次世代研究
所（2012）の調査である。３歳から小学校１年生まで
の子どもをもつ母親5,000人超を対象にアンケート調
査を実施し、家庭における子どもの学びの育ち、親の
かかわり、学びの形成に必要なことを探っている。そ
の際、小学校以降の学習の基盤として、「生活習慣」
「学びに向かう力」「文字・数・思考」の３つを幼児
期に必要な学習準備として挙げている（Table ３参
照）。

アンケートの分析の結果、「文字・数・思考」は加
齢と共に伸び、年長５歳児の２月頃には９割前後の子
どもに必要な力がついていた。一方で、「生活習慣」
の「片付け」や「好き嫌いなく食べる力」、「学びに向
かう力」である「あきらめずに挑戦する力」、「人の話
を終わりまで聞く力」がついている子どもは７割前後
と個人差が大きかった。これらの結果より、幼児期に
育む力として、「生活習慣」や「学びに向かう力」の
重要性が強く指摘されている。

１．４．今、求められる接続とは？ 
このように「幼児期の教育と小学校教育の接続」で

は、「子ども同士」、及び「保育者と教師の交流」を基
盤に、就学に向けて、さらにはその後の学びの基盤と
して「子どもに育みたい力」を共通の「目標」として
掲げ、その目標を実現すべく「教育内容（教育課程）」
をつないでいくことが求められている。そしてさらに、
具体的な「教育活動」を展開することによって、幼児
期の教育と小学校教育の「教育方法」をつなぐことが
必要とされる。

１．５．本研究の目的
新保（2001）は、「小１プロブレム」は幼児期を十

分、生ききれてこなかった子どもたちが引き起こした
問題だと指摘した。それゆえ、幼児期の教育と小学校
教育の接続においては、幼児期の教育の小学校化でも

その逆でもなく、子どもの発達過程に合わせ、それぞ
れの教育の独自性を踏まえて進めていくことが求めら
れる（酒井，2012）。子どもたちが幼児期を十分生き
ながら、小学校以降の教育につなぐ保育実践が求めら
れるのである。

また上野（2007）は、幼児期の教育と小学校教育と
を円滑につなぐためには、就学能力に着目し、その能
力を使って展開される遊びと活動を記述することこそ
が必要だと捉えた。ベネッセ次世代研究所（2012）の
調査結果からは、幼児期に育むべき力として「生活習
慣」と「学びに向かう力」が指摘された。さらに、今、
求められる接続は、「目標」を共有し、「教育課程」を
つなぎ、「教育活動」を検討していくことであった。

以上を踏まえ、本研究では、幼児期の教育と小学校
教育をつなぐためには、子どもたちが幼児期を十分に
生ききるような、幼児期の教育の独自性を生かした
「アプローチカリキュラム」の作成が重要だと捉え、
その第一歩として、今ある幼児期の教育を「目標」「教
育課程」「教育活動」の観点から見つめ直すことを目
的とする。

具体的には、１幼稚園の５歳児の「教育課程」と
「指導計画」（教育活動）を分析し、「目標」として
「学びに向かう力」（Table ３参照，ベネッセ次世代
研究所，2012）がどのように反映されているのか、検
討していく。

２．方　法

２．１．対　象
Ｎ県内の３年保育を行っているＮ幼稚園５歳児の

「教育課程」、及び「指導計画」（Ｎ幼稚園，2009）。

２．２．方　法
幼児期の教育と小学校教育の接続の目標を「学びに

向かう力」の育成と捉え、これが「教育課程」及び「指
導計画」（教育活動）にどのように反映されているの
か、読みとり、幼児期５歳児の教育から小学校教育へ
の接続のあり方について考察を加える。この際、幼児
期の教育の独自性でもある、環境構成と保育者の援助
に着目する。

３．教育課程・指導計画の分析

３．１．教育課程と指導計画
３．１．１．教育課程

Ｎ幼稚園の教育課程では、園の「教育目標」、年齢
別の「年間目標」、１年を５期に分けた年齢ごとの「期
間目標」が設定されている。各期には、特徴的な子ど
もの「発達の様相」と園でよく見られる「子どもの
姿」が示されている。さらに、教育目標を達成するた

（ベネッセ次世代研究所（2012）をもとに作成。）

Table ３　幼児期に必要な学習準備の３つの軸

学びに向かう力
自分の気持ちを言う、相手の意見を聞く、物事に挑戦する
など、自己主張・自己統制・協調性・好奇心に関係する力

文字・数・思考
文字や数の読み書き、順序の理解など、幼児期から小学校
段階での学習に関係する力

生活習慣
トイレ、食事、あいさつ、片付けなど、生活していくため
に必要な習慣

横山真貴子・木村　公美・竹内　範子・掘越　紀香
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めの「ねらい」、ねらいを達成させるための「内容」
が年齢、時期ごとに示されている。
３．１．２．指導計画

保育の骨組みを示す「教育課程」を具体化したもの
が「指導計画」であり、具体的な「教育活動」が記さ
れている。Ｎ幼稚園の「指導計画」には、「発達の様
相」「ねらい」「内容」に加え、ねらいと内容を達成す
るために必要な「環境構成と援助のポイント」が示さ
れている。
３．１．３．分析

本研究では、主に「指導計画」における「環境構成
と援助のポイント」について、「学びに向かう力」の
観点から検討した。

３．２．結果と考察
３．２．１．教育目標

Ｎ幼稚園は「豊かな自然に囲まれた こころもから
だも育つ幼稚園」を園の特色とし、自尊感１）の育ち
に視点をあてて教育課程を編成している。教育目標に
は「生き生きとあそぶ子ども（安定）」「精いっぱいが
んばる子ども（充実）」「友達といっしょにのびる子ど
も（共存）」の３点が掲げられている。
３．２．２．年間目標

５歳児の指導目標は、教育目標に基づきTable ４の
ように設定されている。「精いっぱいがんばる子ども」
の内容は「学びに向かう力」の「あきらめずに挑戦す
る力」に一致する。Ｎ幼稚園の自尊感の育ちに視点を
あてた教育課程は、挑戦する力を育成するものでもあ
る。

３．２．３．期間目標
教育目標を達成するために、期毎に「ねらい」が設

定されている。ねらいも自尊感の育ちの観点から「安
定」「充実」「共存」の３つの柱で構成される。次ペー
ジのTable ５に、５歳児の各期の子どもの「発達の様
相」と保育の「ねらい」（期間目標）を「内容」とと
もに示した。

Table ５にあるように、Ｎ幼稚園の５歳児では「自
分なり」「自分らしさ」「自分の思い／力」など、「自
分」を大切にしながら、友達の中で「自分」を発揮し

ていくことがねらいとされている（下線部参照）。「共
存」の項目では、「友達」とのかかわりがⅠ期「親し
み」とⅡ期「関心」から、Ⅳ期「協力」、Ⅴ期「共通
の目的」へと深まっている（波線部参照）。
「自己発揮」「協調性」は「学びに向かう力」である。

卒園に向けて、これらの力の育ちの道筋が見てとれる。
３．２．４．内容

各期のねらい（期間目標）を達成するために、保育
者が指導し、子どもに身につけてもらいたいものが
「内容」である（Table ５参照）。

Table ５の下線部にあるように、Ⅰ期では、まず年
長組の新しい環境に慣れ、新入園児の世話をするなど、
年長児としての「喜び」と自覚をもって生活をつくっ
ていくことが目標とされる。また「自分から」保育者
や友達とかかわったり、あいさつをするなど、主体的、
積極的に行動することも求められる。幼稚園の最年長
児としての育ちが期待されている。

Ⅱ期は、年長児としての新たな生活にも慣れ、生活
や人とのかかわり、遊びを広げる時期である。「いろ
いろな活動／友達／音楽」（下線部）といった表現か
らも、世界がぐっと広がる様子が見てとれる。生活が
落ちついてくると、「きまり」を守る、自分の思いを
表現するとともに友達の話を聞くなど（波線部）、自
己統制や自己主張、他者受容といった「学びに向かう
力」の育ちも期待される。

Ⅲ期では、自分の思いや考え、力を「出す」ことが
重視されている。「出す」だけではなく、「互いの気持
ちを分かり合う」「相手のことを考える」など、他者
を意識することも求められる。言葉での表現も、Ⅱ期
の「自分なりの言葉」で表現することから「相手にわ
かるように話す」ことが求められる。

Ⅳ期では、友達と同じ「目的」をもって「友達の気
持ちや思いを考えながら行動する」、「イメージを共有
しながら」「協力」するなど、「協調性」の育ちが一層
目指される。葛藤場面でも自分なりに「解決」しよう
としたり、最後まで「やりとげる」など「挑戦」「自
己統制」といった「学びに向かう力」の育ちも期待さ
れている。

Ⅴ期になると、友達と「一体感」を味わいながら表
現するなど、友達関係の深まりや遊びの充実が見てと
れる。「協力」も「クラスやグループの一員」として
「役割」をもって「やり遂げる」ことが目指され、幼
稚園の最年長児として「年少・年中児のために」行動
することも求められる。全体的に「友達同士で」「友
達と一緒に」「友達と協力して」など、友達とのつな
がりの中で自己を十分に発揮し、充実感を味わうこと
が目標とされている。小学校入学を控え、今、幼稚園
で過ごすこの時を、意欲的に、力を十分に発揮しなが
ら、生ききることが目指されているといえる。

Ｎ幼稚園　2009　教育課程　p.11より引用。

Table ４　５歳児の指導目標（Ｎ幼稚園）

自分のやりたいことをはっきりともち、遊びに意欲的に取り組めるようにした
い。自分なりによく考えたり工夫したりして、それぞれの思いを存分に出して遊
びを楽しめる子どもに育てたい。

生き生きとあそぶ子ども（安定）

何事にも根気強く一生懸命取り組み、やり遂げようとする子どもに育てたい。
遊びや仕事を進めていく中で生じるさまざまな問題に対しても、すぐあきらめ
たり、避けて通ったりしないで、精いっぱい受け止め、がんばろうとする気持
ちを育てたい。

精いっぱいがんばる子ども（充実）

自分一人ではなく、友達と一緒に遊んだり、仕事をしたりする喜びや充実感を
十分味わわせたい。その中で、互いに認め合い、助け合うことを自然に学びとり、
友達と共感し、友達のことを思いやる気持ちの持てる子どもに育てていきたい。

友達といっしょにのびる子ども（共存）

幼稚園の５歳児クラスにおける環境構成と保育者の援助のあり方
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と
も
に
、
友
達
の
考
え

も
よ
く
聞
こ
う
と
す
る
。

・
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
言
葉
の
楽
し
さ
や

美
し
さ
に
気
付
き
、
興
味
を
も
つ
。

・
絵
本
や
お
話
に
親
し
み
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ

く
ら
ま
せ
た
り
、
心
情
を
感
じ
と
っ
た
り
し
な
が

ら
聞
く
。

・
友
達
と
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
な
が
ら
、
表
現
す
る

こ
と
を
楽
し
む
。

・
友
達
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
に
意
欲
的
に

取
り
組
み
、
自
分
の
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
。

・
自
分
の
健
康
に
関
心
を
も
ち
、
病
気
の
予
防
な

ど
、
健
康
な
生
活
に
必
要
な
こ
と
に
気
を
付
け

る
。

・
ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
い
う
意
識
を
も
ち
、

自
分
な
り
に
考
え
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
。

・
役
割
を
も
ち
、
遊
び
や
仕
事
を
す
す
め
、
や
り

遂
げ
た
充
実
感
を
味
わ
う
。

・
友
達
と
協
力
し
て
、
遊
び
に
必
要
な
も
の
を
つ

く
っ
た
り
、
ル
ー
ル
を
考
え
た
り
し
な
が
ら
遊
ぶ
。

・
年
少
・
年
中
児
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
る
。

・
卒
園
を
控
え
て
お
世
話
に
な
っ
た
人
々
に
感
謝

の
気
持
ち
を
も
つ
。

・
冬
の
自
然
現
象
に
関
心
を
も
ち
、
そ
れ
を
遊
び

に
取
り
入
れ
る
。

・
身
の
回
り
の
で
き
ご
と
に
関
心
を
も
ち
、
経
験
し

た
こ
と
、
知
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
進
ん
で
話
そ

う
と
す
る
。

・
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
文
字
や
数
に
関
心

を
も
つ
。

・
絵
本
や
物
語
に
親
し
み
、
そ
れ
を
劇
や
紙
芝
居
・

ぺ
ー
プ
サ
ー
と
な
ど
で
表
現
し
て
遊
ぶ
。

・
友
達
と
一
緒
に
一
体
感
を
味
わ
い
な
が
ら
、
音

や
動
き
な
ど
で
表
現
す
る
こ
と
を
楽
し
む
。

・
友
達
同
士
で
、
互
い
の
表
現
を
聞
か
せ
合
っ
た

り
、
見
せ
合
っ
た
り
し
て
遊
ぶ
。

・
遊
び
や
仕
事
の
中
で
役
割
を
も
ち
、
や
り
と
げ

よ
う
と
す
る

・
友
達
と
共
通
の
目
的
を
も
っ
て
、
活
動
を
す
す
め

て
い
く
充
実
感
を
味
わ
う

友
達
と
共
通
の
目
的
を
も
ち
、

遊
び
や
生
活
を
展
開
し
て
い
く
時
期

・
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
る

・
自
分
な
り
の
課
題
を
も
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動

に
取
り
組
も
う
と
す
る

・
友
達
と
一
緒
に
協
力
し
た
り
工
夫
し
た
り
し
て
、

遊
び
や
活
動
を
進
め
て
い
く
楽
し
さ
を
味
わ
う

友
達
と
協
力
し
て
遊
び
を
進
め
る
中
で
、

自
己
を
発
揮
し
て
い
く
時
期

・
遊
び
の
中
で
自
分
の
思
い
を
実
現
さ
せ
て
い
く

喜
び
を
感
じ
る

・
自
分
の
力
を
思
い
き
り
出
し
て
、
遊
び
や
仕
事

に
取
り
組
も
う
と
す
る

・
友
達
と
考
え
や
気
持
ち
を
出
し
合
っ
て
遊
ん
だ
り

生
活
し
た
り
す
る

友
達
と
思
い
を
出
し
合
っ
て

遊
び
や
活
動
に
取
り
組
む
時
期

・
自
分
の
思
い
や
考
え
を
存
分
に
出
し
な
が
ら
遊

ぶ
・
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
み
自
分
な
り
に
が

ん
ば
ろ
う
と
す
る

・
い
ろ
い
ろ
な
友
達
に
関
心
を
も
ち
か
か
わ
り
を

広
げ
る

自
分
な
り
の
目
的
を
も
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら

友
達
と
の
か
か
わ
り
を
広
げ
て
い
く
時
期

・
新
し
い
環
境
に
慣
れ
、
の
び
の
び
と
遊
び
に
取

り
組
む

・
年
長
児
と
し
て
の
喜
び
と
自
覚
を
も
っ
て
生
活
す

る
・
先
生
や
友
達
に
親
し
み
を
も
ち
、
一
緒
に
生
活

す
る
こ
と
を
楽
し
む

年
長
組
に
な
っ
た
喜
び
と
自
覚
を
も
っ
て
、

新
し
い
生
活
を
楽
し
む
時
期

発
達
の
様
相

安
定

充
実

共
存

ね　 ら　 い

内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 容

Ｎ
幼
稚
園
　
2
0
0
9　
教
育
課
程
　
p.
14
よ
り
引
用
。
下
線
は
筆
者
に
よ
る
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

横山真貴子・木村　公美・竹内　範子・掘越　紀香
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３．２．５．指導計画：環境構成と保育者の援助
Ｎ園の「指導計画」では、ねらいと内容を達成する

ために、「教育活動」として「環境構成」と「保育者
の援助」のポイントが具体的に記されている。Table
６に「環境構成」と「保育者の援助」を抜粋し、内容
ごとにまとめて記した。いずれも、Table ５のねらい
に示した園の３つの教育目標（安定・充実・共存）に
対応した項目が立てられている。

以下、期ごとに分析・考察を加え、最後に「学びに
向かう力」との関連を述べる。

（１）環境構成
●安定　幼稚園生活も２年目、３年目となり、すでに
園環境に馴染んでいるであろう５歳児２）では、新学
期のⅠ期においても、３、４歳児に見られた「居場所」
や「遊びの拠点」の提供など、環境構成による「安心」
「安定」への配慮（横山他，2012）は、ほとんど見ら
れなかった。後述するが、「安定」は「モノの環境」
からではなく、主に「保育者」との信頼関係を基盤に
「人との関係」から、得られるよう配慮されていた。

Ⅱ期以降は「安定」していることを前提に、遊びや
活動に取り組み発展させる中で、自己を発揮し、喜び
や満足感、充実感を味わうことが目指されていた。具
体的には、Ⅱ期では「解放的」な気分を十分味わいな
がら「繰り返し」が楽しい遊びを体験し、Ⅲ期では
「持続力」「集中力」をもって「繰り返し」活動に取
り組み、思いを実現する「喜び」を感じること、Ⅳ期
になると「表現」や友達や地域の「人」とかかわる活
動など、様々な場面で自己を発揮することが求めら
れていた。そして、小学校入学を控えたⅤ期では、
Table ６に挙げられた項目の多さにも現れているよう
に、さらに多様な活動に意欲的に取り組むことが期待
されていた。

このように５歳児では「安定」そのものを得ること
がねらいではなく、３、４歳児から培ってきた「安定」
を土台に、自己を発揮しながら多様な活動に友達と一
緒に根気強く取り組み、やり遂げる経験が可能になる
環境構成が求められている。
●充実　Ⅰ期は「年長児」としての生活の基盤づくり
の時期である。年長児としての自覚がもてるように、
生活の場を整える過程では、年長児ならではの「ち
びっこせんせい」３）の役割が設けられる。喜びや自
信をもって新学期をスタートすることが期待されてい
る。Ⅱ期になると、一気に生活の幅が広げられる。グ
ループ単位からクラス全体の活動に広がり、運動遊び、
食育など、多様な活動が取り入れられる。また、１日
の流れを見通したり、生活を振り返るなど、時間を過
去、未来と行き来する。経験の多様性だけではなく、
時間的にも広がりが生まれる。

Ⅲ期以降は、人間関係もさらに広がりを見せる。Ⅳ
期になるとクラスの枠を超えたグループ活動が始ま
り、Ⅴ期になると学年全体の活動に取り組む。こうし

た人間関係の広がりに伴い、活動の取り組み方の質も
変わっていく。Ⅱ期では、活動に「取り組む」こと自
体が重視されていたが、Ⅲ期になると「挑戦」し、力
を出して頑張って取り組むことが求められる。Ⅳ期で
は、その頑張りに自分なりの「課題」をもつことが目
指され、Ⅴ期になると、集団の一員としての「役割」
を意識し、責任をもってやり遂げることが期待される。

このように「充実」では、生活の基盤を整えた上で、
まずは活動に取り組んでみる、そして少し難しいこと
にも挑戦し、力を発揮する。次に、課題をもって取り
組み、役割や責任をもってやり遂げていく。こうした
ことができるようになる援助が目指されている。
●共存　Ⅰ，Ⅱ期では多人数の友達とかかわる遊びの
環境が構成されている。単にかかわるだけではなく、
友達のことをよく知る機会も設定され、関係を広げ、
深めることが求められている。特にⅡ期では、異年齢
交流も加わり、さらに多様な人間関係の構築が期待さ
れている。

Ⅲ期になると、広がった人間関係の中で「連帯感」
や「協力」など、つながりを深めることができる環境
構成が求められる。さらにⅣ期では、思いや「目的」
を「共有」しながら遊びや活動に取り組むことが期待
され、Ⅴ期では同じ「課題」に向かって、友達とのつ
ながりを深めながら取り組んでいくことが目指されて
いる。

このように「充実」では、まず多人数の友達とかか
わる遊びの環境を保障し、徐々に連帯感や協力、共通
の目的をもって取り組む「協同的な活動」が可能にな
る環境構成が目指されている。

（２）保育者の援助
●安定　環境構成では「安定」への配慮はほとんど見
られなかったが、保育者の援助では丁寧な働きかけが
目指されている。Ⅰ期では、子ども理解をもとに保育
者との信頼関係を築くことがまず重視され、保育者も
ともに遊びながら子どもが新しい環境になじんでいく
ような援助が求められている。

Ⅱ期では、子ども同士をつなぐことに重点が置かれ
る。保育者が友達の思いや考えを伝えることで、互い
に認め合える関係を築いていくことが求められる。Ⅲ
期になると、友達との関係の中で思いや考えを出し、
粘り強く取り組み実現させることで、喜びや充実感を
感じることができるような援助が期待される。そのた
め、保育者も子どもたちの中に入って援助することが
求められる。

Ⅳ期では、子どもの思いや工夫を伝えながら、自分
らしさが出せる雰囲気をつくることが目指される。相
談・協力する場面をつくり、トラブルもプラスの体験
と捉えて、保育者も話し合いに参加しながら、自尊感
の育ちにつながる援助を行うことが求められる。さら
にⅤ期では、保育者が友達の良さを伝えることで、自
信を高めたり、友達関係を深めることができる援助が

幼稚園の５歳児クラスにおける環境構成と保育者の援助のあり方
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Ta
bl
e６
　
５
歳
児
の
環
境
構
成
と
保
育
者
の
援
助
（
Ｎ
幼
稚
園
）

Ⅰ
期
（
４
～
５
月
）

●
新し
い
環
境
の
中
で
の
び
の
びと
遊
び
に
取り
組
め
る
よう
に

（
１
）
環
境
構
成
  ：
場
・
遊
び
・
活
動
を
つ
く
る

・
制
作
材
料
：
子
ど
も
が
扱
い
慣
れ
た
も
の
を
用
意

し
て
お
く
。
用
途
に
応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
よ

う
に
数
種
類
お
く
。
つ
く
っ
た
も
の
を
飾
る
こ
と

が
で
き
る
場
も
用
意
し
て
お
く
。

Ⅱ
期
（
５
～
７
月
）

●
思
い
や
考
え
を
存
分
に
出
し
な
が
ら
遊
べ
る
よ
う
に

・
遊
び
の
環
境
づ
く
り
：
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
、
繰

り
返
す
こ
と
で
お
も
し
ろ
さ
が
増
し
、
満
足
感
が
味
わ

え
る
よ
う
な
遊
び
（
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
色
水
、
紙
飛
行
機

な
ど
）
の
環
境
を
用
意
す
る
。

・
感
触
遊
び
（
水
・
粘
土
・
ど
ろ
ん
こ
）：
体
全
体
で
感

触
を
楽
し
み
、
解
放
的
な
気
分
を
十
分
に
味
わ
え
る
よ

う
に
す
る
。

・
音
楽
遊
び
：
遊
び
に
ふ
さ
わ
し
い
音
楽
が
選
べ
る
よ

う
に
曲
を
用
意
す
る
。

・
共
通
の
目
的
が
も
て
る
活
動
：
友
達
と
一
緒
に
思
い
や

考
え
を
出
し
合
っ
て
取
り
組
む
充
実
感
が
味
わ
え
る
よ

う
に
す
る
。

Ⅲ
期
（
９
～
10
月
）

●
思
い
を
実
現
さ
せ
て
い
く
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

・
自
然
物
の
遊
び
（
土
や
砂
）：
繰
り
返
し
楽
し
め
る
遊

び
を
投
げ
か
け
、
思
い
を
実
現
さ
せ
て
い
く
お
も
し
ろ

さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
素
材
・
用
具
の
お
も
し
ろ
さ
が
味
わ
え
る
制
作
：
目
的

や
思
い
に
あ
わ
せ
て
、
制
作
す
る
お
も
し
ろ
さ
が
味
わ

え
る
よ
う
に
す
る
。 

・
虫
取
り
網
の
制
作
：
持
続
力
や
集
中
力
を
要
す
る
も

の
に
し
、
思
い
に
向
か
っ
て
、
根
気
よ
く
取
り
組
み
達

成
感
や
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
遠
足
に
関
わ
る
活
動
：
期
待
や
目
的
を
も
っ
て
行
け
る

よ
う
に
す
る
。

・
体
を
動
か
す
こ
と
が
楽
し
め
る
よ
う
な
遊
び
を
取
り
入

れ
る
。

・
運
動
会
：
昨
年
の
年
長
児
が
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
り
、
し
た
い
こ
と
や
で
き
る
こ
と
を
話
し
合
い
、

意
欲
的
に
運
動
会
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。

Ⅳ
期
（
10
～
12
月
）

●
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に

・
自
然
物
（
木
の
実
・
枝
、
ツ
ル
）
を
使
っ
て
の
表
現
：

表
現
を
通
し
て
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
す
る
満
足
感
を

味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
相
談
・
協
力
す
る
活
動
：
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
行

動
を
受
け
入
れ
、
認
め
合
う
中
で
、
安
心
し
て
自

分
の
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
う
機
会
：
事
前
の
話
し
合
い
で
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
大
切
さ
に
気
付
く
よ

う
に
す
る
。
活
動
後
は
、
満
足
感
や
充
実
感
を
味

わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
友
達
を
認
め
る
場
面
：
友
達
の
い
い
と
こ
ろ
を
見

つ
け
合
う
場
面
を
つ
く
り
、
認
め
て
も
ら
う
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

Ⅴ
期
（
１
～
３
月
）

●
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
自
信
を
も
っ
て
、
意
欲
的
に
す
ご
せ
る
よ
う
に

・
自
己
発
揮
の
場
：
得
意
な
こ
と
を
披
露
す
る
機
会
な
ど
を
つ
く
る
こ
と

で
、
自
分
に
自
信
を
も
ち
、
自
分
の
よ
さ
を
発
揮
し
て
い
け
る
よ
う
に

す
る
。

・
文
字
・
数
へ
の
関
心
：
年
賀
状
の
経
験
か
ら
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
た
り
、

文
字
や
数
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、
関
心
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

・
冬
の
自
然
現
象
（
雪
・
霜
・
氷
）：
自
然
現
象
を
十
分
体
験
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
考
え
、
試
す
こ
と
に
興
味
が
持
て
る
よ
う
に
材
料
・
用

具
な
ど
を
提
供
す
る
。

・
園
生
活
の
振
り
返
り
：
ク
ラ
ス
の
つ
な
が
り
や
充
実
感
を
味
わ
い
な

が
ら
、
友
達
と
心
を
通
わ
せ
て
残
り
の
生
活
を
十
分
に
楽
し
め
る
よ

う
に
す
る
。

・
卒
園
・
入
学
：
友
達
と
一
緒
に
園
生
活
を
振
り
返
っ
た
り
、
大
き
く
な

る
喜
び
を
感
じ
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
感
謝
・
別
れ
の
寂
し
い
気
持
ち
の
表
現
：
お
世
話
に
な
っ
た
人
や
年
少
・

年
中
児
と
過
ご
し
、
気
持
ち
を
自
分
な
り
に
言
葉
や
行
動
で
表
せ
る
よ

う
に
す
る
。

・
小
学
校
体
験
：
授
業
を
参
観
し
た
り
、
小
学
校
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

こ
と
を
具
体
的
に
伝
え
る
こ
と
で
、
小
学
校
入
学
の
期
待
が
高
ま
る

よ
う
に
す
る
。

・
卒
園
式
：
１
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
引
き
立
つ
よ
う
な
式
の
進
行
の
仕

方
を
工
夫
し
、
年
長
児
ら
し
い
成
長
の
感
じ
ら
れ
る
式
に
な
る
よ
う
に

す
る
。

●
年
長
児
と
して
の
喜
び
と
自
覚
を
も
て
る
よ
う
に

・
生
活
の
場
を
整
え
る
：
自
分
た
ち
で
生
活
の
場
を

整
え
て
い
く
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
年
長
児
と
し

て
の
自
信
が
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

・
生
活
グ
ル
ー
プ
：
4，
5
人
の
生
活
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
り
、
成
長
を
実
感
し
な
が
ら
年
長
組
な
ら
で

は
の
生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る
。

 “
ち
び
っ
こ
せ
ん
せ
い
”
を
各
グ
ル
ー
プ
に
設
け
、

友
達
の
こ
と
を
任
さ
れ
る
喜
び
や
自
信
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
遊
具
：
数
や
置
き
方
に
配
慮
し
、
分
類
し
た
り
、

数
量
を
意
識
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

●
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

・
ク
ラ
ス
全
体
で
取
り
組
む
活
動
：
同
じ
目
的
に
向
か
っ

て
取
り
組
む
楽
し
さ
を
経
験
で
き
る
よ
う
に
、
相
談
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

・
昆
虫
：
生
態
の
特
徴
や
成
長
の
過
程
を
写
真
や
絵
図

で
掲
示
し
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
達
が
興
味
を
も
て
る

よ
う
に
す
る
。

・
運
動
遊
び
：
体
を
動
か
す
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
い
な
が

ら
、
目
的
に
向
か
っ
て
頑
張
る
充
実
感
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
。

・
野
菜
栽
培
：
野
菜
の
成
長
を
観
察
し
た
り
、
味
わ
っ
た

り
す
る
中
で
、
植
物
を
育
て
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び

を
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
“
何
で
も
食
べ
よ
う
大
作
戦
”：
楽
し
み
な
が
ら
食
に

関
心
を
も
つ
。

・
１
日
の
流
れ
の
提
示
：
見
通
し
を
も
っ
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

・
生
活
を
振
り
返
る
機
会
：
生
活
に
必
要
な
こ
と
に
取
り

組
む
大
切
さ
に
気
づ
か
せ
、
情
況
に
応
じ
た
行
動
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

●
遊
び
や
仕
事
に
力
を
出
して
取
り
組
め
る
よ
う
に

・
運
動
遊
び
：
目
に
つ
き
や
す
い
所
に
運
動
遊
び
の
で

き
る
遊
具
を
出
し
て
お
く
こ
と
で
、
や
っ
て
み
よ
う
と

い
う
気
持
に
な
れ
る
よ
う
に
す
る
。

運
動
会
を
連
想
さ
せ
る
遊
具
（
玉
入
れ
・
綱
引
き
な
ど
）

を
出
し
て
お
き
、
日
常
的
に
遊
ぶ
中
で
運
動
会
へ
の

期
待
が
高
ま
る
よ
う
に
す
る
。

・
頑
張
り
・
挑
戦
す
る
気
持
ち
が
う
ま
れ
る
も
の
を
見
い

だ
し
、
投
げ
か
け
る
。

・
運
動
は
個
人
差
が
大
き
い
た
め
、
目
標
を
細
か
く
区

切
っ
た
り
し
て
、
ど
の
子
も
や
れ
た
と
い
う
満
足
感
を

味
わ
い
意
欲
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

・
昆
虫
：
取
っ
て
き
た
虫
を
調
べ
た
り
、
飼
っ
た
り
で
き

る
よ
う
に
図
鑑
や
飼
育
ケ
ー
ス
な
ど
を
手
近
な
と
こ
ろ

に
お
い
て
お
く
。 

●
自
分
な
り
の
課
題
を
も
っ
て
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

・
“
が
ん
ば
り
カ
ー
ド
”：
目
的
や
課
題
が
目
に
見
え

る
よ
う
に
、
“
が
ん
ば
り
カ
ー
ド
”
を
投
げ
か
け
、

主
体
的
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
取
り
組
め
る
よ
う
に

す
る
。

・
頑
張
り
や
挑
戦
を
伝
え
合
う
場
面
：
話
を
し
た
子

ど
も
は
自
信
に
、
聞
い
た
子
ど
も
は
刺
激
を
受
け

意
欲
を
も
つ
よ
う
に
つ
な
ぐ
。

・
分
類
・
調
べ
る
環
境
：
木
の
実
・
葉
を
分
類
・
調

べ
た
り
で
き
る
環
境
を
整
え
、
写
真
や
絵
図
を
掲

示
し
て
、
多
く
の
子
ど
も
が
か
か
わ
れ
る
よ
う
に
す

る
。

・
“き
ぐ
み
く
ら
ぶ
”：
ク
ラ
ス
の
枠
を
超
え
た
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
か
か
わ
り
や

経
験
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
音
楽
的
活
動
：
動
き
を
揃
え
た
り
見
せ
る
こ
と
が

目
的
と
し
て
芽
生
え
、
動
き
を
調
整
し
た
り
、
練

習
す
る
こ
と
が
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る
。

●
役
割
を
も
ち
、
や
り
と
げ
よ
う
と
す
る
気
持
を
も
つ
た
め
に

・
学
年
全
体
で
取
り
組
む
活
動
：
年
少
・
年
中
児
に
喜
ん
で
も
ら
う
目
的
で
、

取
り
組
む
活
動
の
名
称
（
例
：
き
ぐ
み
げ
き
じ
ょ
う
）
な
ど
を
相
談
し

て
決
め
る
。

や
り
と
げ
た
満
足
感
が
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
“
き
ぐ
み
げ
き
じ
ょ
う
”：
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

・
“
き
ぐ
み
げ
き
じ
ょ
う
”
に
向
け
て
：
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る

よ
う
に
、
認
め
合
っ
た
り
、
自
分
自
身
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
気
付
く

場
面
を
つ
く
る
よ
う
に
す
る
。

・
役
割
を
意
識
す
る
場
面
：
役
割
を
意
識
で
き
る
よ
う
な
話
し
合
い
を

し
た
り
、
友
達
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
認
め
合
う
場
面

を
つ
く
り
、
自
分
は
必
要
な
存
在
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
、
自
信
や

責
任
を
も
っ
て
が
ん
ば
れ
る
よ
う
に
す
る
。

●
先
生
や
友
達
と
親
し
み
が
も
て
る
よ
う
に

・
多
人
数
の
遊
び
の
場
づ
く
り
：
互
い
の
よ
さ
を
感

じ
ら
れ
る
言
葉
を
か
け
、
い
ろ
い
ろ
な
友
達
と
遊

ぶ
楽
し
さ
が
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
友
達
を
知
る
機
会
：
１
人
ひ
と
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
場
面
な
ど
を
つ
く
り
、
同
じ
ク
ラ
ス
の

友
達
の
こ
と
を
知
り
、
親
し
み
の
気
持
ち
が
も
て

る
よ
う
に
す
る
。

・
生
活
グ
ル
ー
プ
：
グ
ル
ー
プ
の
友
達
と
親
し
み
、

グ
ル
ー
プ
の
中
に
自
分
の
居
場
所
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
。

・
ク
ラ
ス
へ
の
所
属
感
：
ク
ラ
ス
の
一
員
と
し
て
の

自
分
を
感
じ
な
が
ら
、
気
持
ち
が
揃
う
心
地
よ
さ

を
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

●
友
達
と
の
か
か
わ
り
を
広
げ
る
た
め
に

・
遊
び
の
環
境
づ
く
り
：
多
く
の
友
達
が
寄
り
集
ま
っ
て

遊
べ
る
環
境
を
作
り
、
い
ろ
い
ろ
な
友
達
と
遊
ぶ
楽

し
さ
を
味
わ
い
、
互
い
の
よ
さ
や
個
性
に
気
付
け
る
よ

う
に
は
た
ら
き
か
け
、
友
達
関
係
が
広
が
る
よ
う
に
す

る
。

・
ふ
れ
あ
い
遊
び
：
い
ろ
い
ろ
な
友
達
と
親
し
み
合
え
る

よ
う
に
す
る
。

・
友
達
を
知
る
機
会
：
新
し
い
友
達
の
名
前
を
伝
え
合

う
な
ど
機
会
を
作
り
、
友
達
の
こ
と
を
知
っ
た
り
、
友

達
が
増
え
る
喜
び
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
年
少
・
年
中
児
と
の
か
か
わ
り
：
一
緒
に
関
わ
る
機

会
を
多
く
持
つ
。

●
友
達
と
考
え
や
気
持
を
出
し
合
え
る
よ
う
に

・
遊
び
の
環
境
づ
く
り
：
連
帯
感
の
生
ま
れ
や
す
い
遊

び
（
砂
場
・
大
型
遊
具
）
に
保
育
者
も
参
加
し
、
仲

間
と
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

新
し
い
生
活
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
な
ど
、
か
か
わ
り
の

少
な
か
っ
た
友
達
と
も
か
か
わ
り
な
が
ら
、
新
鮮
な
気

持
ち
で
２
学
期
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
ル
ー
ル
の
あ
る
チ
ー
ム
で
協
力
す
る
運
動
遊
び
：
鬼
遊

び
な
ど
。

・
運
動
会
：
気
持
を
揃
え
て
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動

か
す
場
面
を
つ
く
り
、
見
て
も
ら
う
こ
と
に
期
待
を
も

ち
な
が
ら
、
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る
。

・
話
し
合
い
：
話
し
た
り
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
身
近

な
話
題
で
行
う
。

●
友
達
と
協
力し
な
がら
遊
び
や
活
動
をす
すめ
て
い
ける
よう
に

・
友
達
が
集
ま
り
思
い
を
共
有
す
る
遊
び
：
遊
び
の

目
的
を
核
に
、
い
ろ
い
ろ
な
友
達
が
集
ま
り
、
思

い
を
共
有
し
な
が
ら
遊
ぶ
お
も
し
ろ
さ
が
広
が
っ

て
い
く
よ
う
に
す
る
。

・
同
じ
思
い
を
も
っ
て
取
り
組
む
活
動
・
遊
び
：
共

通
体
験
を
生
か
し
た
遊
び
や
活
動
の
き
っ
か
け
を

投
げ
か
け
、
同
じ
思
い
を
も
っ
て
遊
び
や
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
す
る
。

●
友
達
と
共
通
の
目
的
を
も
っ
て
活
動
を
す
す
め
て
い
け
る
よ
う
に

・
同
じ
課
題
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
場
面
：
互
い
に
教
え
あ
っ
た
り
見
せ

合
っ
た
り
す
る
場
面
を
大
切
に
し
、
友
達
と
の
つ
な
が
り
が
深
め
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
ル
ー
ル
の
あ
る
遊
び
（
カ
ル
タ
・
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
・
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
）：

い
ろ
い
ろ
な
友
達
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
勝
敗
を
楽
し
み
な
が
ら
遊
べ

る
よ
う
に
す
る
。
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●
新し
い
環
境
の
中
で
の
び
の
びと
遊
び
に
取り
組
め
る
よう
に

（
２
）保
育
者
の
援
助

○
保
育
者
を
通
し
て
安
定
を
得
る

・
子
ど
も
理
解
：
居
場
所
を
見
つ
け
安
定
し
た
気
持

ち
で
遊
べ
る
よ
う
に
し
、喜
び
や
自
信
に
つ
な
が

る
よ
う
に
す
る
。

・
信
頼
関
係
：
不
安
定
に
な
る
子
ど
も
も
い
る
た
め
、

安
心
感
を
も
た
せ
た
り
、ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
は
か
り
、

1日
も
早
く
信
頼
関
係
を
築
く
。

・
新
し
い
環
境
：
保
育
者
も
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
、年

長
組
の
大
型
遊
具
の
お
も
し
ろ
さ
や
、扱
い
方
を

知
ら
せ
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

・
ク
ラ
ス
の
枠
を
超
え
た
遊
び
：
保
育
者
も
戸
外
に

出
て
遊
び
に
誘
う
。解
放
的
な
気
持
で
ク
ラ
ス
の

枠
を
超
え
遊
べ
る
よ
う
に
す
る
。

・
自
然
物
と
の
ふ
れ
あ
い
：
子
ど
も
と
一
緒
に
園
内

を
散
歩
し
、身
近
な
自
然
に
興
味
を
持
ち
、春
の
雰

囲
気
を
楽
し
む
。

●
思
い
や
考
え
を
存
分
に
出
し
な
が
ら
遊
べ
る
よ
う
に

○
友
達
に
伝
え
る

・
周
り
に
伝
え
る
：
思
い
や
考
え
を
出
し
て
い
る
場
面
を
十

分
認
め
た
上
で
、周
り
の
子
ど
も
に
伝
え
、認
め
合
え
る

雰
囲
気
を
つ
く
り
、安
心
し
て
、自
分
の
思
い
に
自
信
を

も
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
思
い
の
明
確
化
：
子
ど
も
が
思
い
描
い
て
い
る
目
的
を

明
確
に
し
、思
い
や
考
え
を
出
し
て
遊
ぶ
充
実
感
が
味

わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
話
し
合
い
：
楽
し
い
と
こ
ろ
や
工
夫
し
た
こ
と
を
聞
き
、

刺
激
を
受
け
合
い
な
が
ら
、遊
び
へ
の
思
い
入
れ
が
深

ま
っ
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

・
楽
器
遊
び
：
保
育
者
も
一
緒
に
楽
し
む
中
で
、友
達
と

気
持
を
合
わ
せ
て
鳴
ら
し
た
り
す
る
楽
し
さ
に
気
付
か

せ
、楽
器
を
大
事
に
使
う
こ
と
も
伝
え
る
。

●
思
い
や
考
え
を
存
分
に
出
し
な
が
ら
遊
べ
る
よ
う
に

○
充
実
感
・
達
成
感

・
保
育
者
も
一
緒
に
：
思
い
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
、保
育

者
も
一
緒
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
、粘
り
強
く
繰
り
返
す

こ
と
の
充
実
感
や
繰
り
返
し
た
と
き
の
喜
び
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
体
を
動
か
す
こ
と
が
楽
し
め
る
遊
び
：
上
達
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
伝
え
、自
分
な
り
の
め
あ
て
が
持
て
る
よ
う
に
は

た
ら
き
か
け
、で
き
る
よ
う
に
な
る
充
実
感
や
達
成
感

が
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
運
動
会
：
繰
り
返
し
取
り
組
む
中
で
、お
も
し
ろ
さ
や
楽

し
さ
を
感
じ
て
い
く
子
ど
も
の
姿
を
捉
え
共
感
す
る
こ

と
で
、よ
り
楽
し
さ
が
増
し
、そ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く

よ
う
に
す
る
。

●
思
い
や
考
え
を
存
分
に
出
し
な
が
ら
遊
べ
る
よ
う
に

○
友
達
と
つ
な
ぐ

・
周
り
に
伝
え
る
：
子
ど
も
の
工
夫
な
ど
を
周
り
の
子

ど
も
に
も
伝
え
、認
め
受
け
入
れ
合
え
る
雰
囲
気
を

つ
く
る
よ
う
に
心
が
け
、自
信
を
も
っ
て
自
分
ら
し

さ
が
出
せ
る
よ
う
に
す
る
。

・
友
達
関
係
を
深
め
る
：
自
分
た
ち
の
考
え
で
遊
び
を

展
開
す
る
お
も
し
ろ
さ
に
共
感
す
る
。思
い
が
出
せ

な
い
場
合
は
、互
い
の
思
い
に
気
付
け
る
よ
う
に
は

た
ら
き
か
け
た
り
す
る
。

・
大
勢
の
友
達
と
の
か
か
わ
り
：
自
分
な
り
の
取
り
組

み
方
で
頑
張
る
姿
を
伝
え
、認
め
合
い
な
が
ら
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
相
談
・
協
力
す
る
活
動
：
ト
ラ
ブ
ル
で
は
保
育
者
も
話

し
合
い
に
参
加
し
、葛
藤
の
経
験
が
自
尊
感
の
育
ち

に
つ
な
が
る
よ
う
に
す
る
。

●
思
い
や
考
え
を
存
分
に
出
し
な
が
ら
遊
べ
る
よ
う
に

○
友
達
関
係
を
深
め
る

・
良
さ
を
周
り
に
伝
え
る
：
一
人
ひ
と
り
の
良
さ
や
成
長
や
頑
張
っ
て
き
た

こ
と
を
話
題
に
し
、友
達
同
士
で
互
い
に
認
め
合
っ
た
り
、喜
び
合
っ

た
り
し
て
、自
信
を
高
め
て
い
け
る
い
け
る
よ
う
に
す
る
。

●
年
長
児
と
して
の
喜
び
と
自
覚
を
も
て
る
よ
う
に

○
生
活
を
つ
く
る
・
生
活
習
慣

・
自
分
た
ち
で
生
活
を
進
め
る
：
“ち
び
っ
こ
せ
ん
せ

い
”や
年
長
組
の
生
活
に
必
要
な
約
束
を
決
め
る

な
ど
、自
分
た
ち
で
生
活
を
進
め
て
い
る
と
い
う

気
持
が
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

・
新
入
園
児
と
の
か
か
わ
り
：
迎
え
る
準
備
を
し
な
が

ら
新
入
園
児
へ
の
思
い
や
り
や
親
し
み
、年
長
児

に
な
っ
た
自
覚
と
喜
び
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。

・
安
全
へ
の
配
慮
：
遊
び
場
の
範
囲
が
広
が
る
の
で
、

安
全
に
気
を
つ
け
る
こ
と
や
基
本
的
な
約
束
に
つ

い
て
確
認
し
合
う
。

○
園
環
境
・
も
の
と
の
か
か
わ
り

・
新
た
な
挑
戦
：
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る

子
ど
も
の
姿
を
認
め
て
自
信
や
意
欲
に
つ
な
げ
、

周
り
の
友
達
の
刺
激
に
な
る
よ
う
に
す
る
。

○
き
ま
り

・
身
の
回
り
の
整
理
な
ど
、園
生
活
に
必
要
な
こ
と

に
つ
い
て
考
え
、自
分
か
ら
進
ん
で
や
ろ
う
と
す
る

意
欲
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

●
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

○
活
動
の
幅
を
ひ
ろ
げ
る

・
昆
虫
：
飼
育
を
通
し
て
、成
長
を
楽
し
み
、驚
き
や
感
動

を
味
わ
う
と
と
も
に
図
鑑
な
ど
か
ら
知
識
を
得
、科
学

的
な
興
味
の
芽
生
え
を
促
す
。

・
プ
ー
ル
遊
び
：
頑
張
っ
て
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
を

育
て
、自
分
な
り
に「
で
き
た
」と
い
う
喜
び
が
味
わ
え

る
よ
う
に
す
る
。

・
自
信
・
責
任
感
を
育
む
：
考
え
、決
定
す
る
場
面
を
大
切

に
し
、実
行
ま
で
丁
寧
に
か
か
わ
り
、認
め
た
り
励
ま
し

た
り
一
緒
に
考
え
た
り
し
て
、自
信
や
責
任
感
に
つ
な

が
る
よ
う
に
す
る
。

●
遊
び
や
仕
事
に
力
を
出
して
取
り
組
め
る
よ
う
に

○
活
動
の
幅
を
ひ
ろ
げ
、深
め
る

・
頑
張
り
・
挑
戦
す
る
気
持
ち
が
う
ま
れ
る
も
の
：
め
あ
て

を
も
っ
て
頑
張
る
姿
を
認
め
、頑
張
っ
た
充
実
感
や
で

き
た
喜
び
を
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
自
然
物
：
保
育
者
も
一
緒
に
遊
び
、不
思
議
さ
が
感
じ
ら

れ
る
言
葉
を
か
け
、知
的
好
奇
心
を
満
た
す
遊
び
を
味

わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
昆
虫
：
世
話
を
し
た
り
し
な
が
ら
、愛
情
を
も
っ
て
接
す

る
気
持
ち
を
育
て
る
。生
き
物
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
と

き
に
は
原
因
を
一
緒
に
考
え
、命
や
飼
育
の
責
任
に
つ

い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
休
息
：
運
動
後
は
休
息
を
と
る
こ
と
や
、汗
を
か
い
た
ら

拭
く
こ
と
な
ど
を
気
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

○
園
環
境

・
遊
び
場
を
整
え
る
：
園
庭
の
草
引
き
な
ど
を
一
緒
に
し

な
が
ら
、み
ん
な
で
遊
ぶ
場
を
自
分
た
ち
で
整
え
よ
う

と
す
る
気
持
が
芽
生
え
る
よ
う
に
は
た
ら
き
か
け
る
。

○
約
束
を
守
る

・
扱
え
る
遊
具
の
数
が
多
く
な
る
。扱
い
方
や
約
束
を
確
認
し

た
り
相
談
し
、大
切
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
も
ち
な
が

ら
、約
束
を
守
ろ
う
と
す
る
気
持
が
高
ま
る
よ
う
に
す
る
。

●
自
分
な
り
の
課
題
を
も
っ
て
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

○
活
動
の
幅
を
ひ
ろ
げ
、深
め
る

・
遊
び
に
没
頭
す
る
姿
を
見
守
る
：
よ
り
高
度
な
こ
と

を
求
め
る
気
持
ち
に
共
感
し
、認
め
、達
成
感
を
感

じ
、自
信
が
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

・
“が
ん
ば
り
カ
ー
ド
”：
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
認
め
充

実
感
を
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
“き
ぐ
み
く
ら
ぶ
”：
根
気
さ
が
必
要
な
活
動
の
時
は
、

個
別
に
援
助
し
た
り
、励
ま
し
、達
成
感
が
味
わ
え

る
よ
う
に
す
る
。

・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
：
読
後
に
気
持
ち
を
聞
い
た
り
、

話
し
合
い
で
登
場
物
の
心
情
に
自
分
を
振
り
返
る

経
験
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
知
る
こ
と
・
伝
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
：
知
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、興
味
や
関
心
の
幅
を
広
げ
て

い
け
る
よ
う
に
す
る
。

○
園
環
境
・
も
の
と
の
か
か
わ
り

・
園
全
体
の
遊
具
・
用
具
に
も
目
を
向
け
、協
力
し
合
っ

て
自
分
か
ら
片
付
け
や
整
理
を
し
よ
う
と
い
う
気

持
ち
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

●
役
割
を
も
ち
、や
り
と
げ
よ
う
と
す
る
気
持
を
も
つ
た
め
に

○
活
動
を
深
め
る

・
“き
ぐ
み
げ
き
じ
ょ
う
”：
普
段
と
は
違
う
友
達
と
相
談
す
る
の
で
、ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、役
割
を
意
識
し
、責
任
を
も
っ
て
や
り
と
げ

る
よ
う
に
す
る
。

・
“き
ぐ
み
げ
き
じ
ょ
う
”に
向
け
て
：
年
長
の
誇
り
や
期
待
感
が
広
が
っ
た

り
、高
ま
っ
た
り
す
る
よ
う
に
す
る
。

・
葛
藤
場
面
：
葛
藤
も
大
切
な
経
験
と
考
え
、子
ど
も
の
育
ち
を
信
じ
て

待
つ
よ
う
に
し
た
り
、励
ま
し
た
り
し
て
、自
分
で
乗
り
越
え
て
い
け
る

よ
う
に
す
る
。

○
約
束
の
再
確
認

・
必
要
性
を
知
り
な
が
ら
守
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
り
、要
領
よ
く
省
く
子
ど

も
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
ら
、約
束
事
を
再
確
認
さ
せ
、ど
の
よ
う
に
す
る

か
を
改
め
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

●
先
生
や
友
達
と
親
し
み
が
も
て
る
よ
う
に

○
保
育
者
へ
の
親
し
み

・
保
育
者
へ
の
親
し
み
：
親
し
み
を
も
っ
て
あ
い
さ
つ

す
る
こ
と
の
心
地
よ
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。

・
信
頼
関
係
：
年
長
組
の
環
境
で
遊
べ
る
喜
び
に
共

感
し
、保
育
者
も
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、信
頼

関
係
を
深
め
て
い
く
。

○
友
達
を
知
る

・
友
達
の
広
が
り
：
年
中
の
友
達
関
係
を
大
切
に
し

つ
つ
、新
し
い
友
達
と
遊
ぶ
姿
を
認
め
、徐
々
に

友
達
関
係
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

・
名
前
を
知
る
：
名
前
を
呼
び
合
え
る
よ
う
な
遊
び
を

し
た
り
、同
じ
場
で
遊
ぶ
子
ど
も
が
名
前
を
知
り

合
え
る
よ
う
に
は
た
ら
き
か
け
る
。

・
お
互
い
を
知
る
：
互
い
の
思
い
を
出
せ
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
汲
み
取
っ
て
伝

え
、互
い
に
理
解
し
合
え
る

●
友
達
と
の
か
か
わ
り
を
広
げ
る
た
め
に

○
友
達
関
係
を
広
げ
る

・
い
ろ
い
ろ
な
友
達
へ
の
気
付
き
：
友
達
が
固
定
さ
れ
結

び
つ
き
が
強
ま
る
一
方
で
、他
の
友
達
と
の
か
か
わ
り

が
少
な
く
な
る
。保
育
者
も
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
、話
し

合
い
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
友
達
の
遊
び
に
も
気
づ
か

せ
る
よ
う
に
す
る
。

・
ト
ラ
ブ
ル
：
子
ど
も
同
士
が
話
し
合
っ
て
解
決
で
き
る
よ

う
に
言
葉
を
か
け
た
り
、見
守
る
。時
に
は
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
、友
達
の
考
え
を
知
り
、自
分
の
考
え
を
深
め

る
。

○
異
年
齢

・
や
さ
し
い
気
遣
い
を
見
せ
た
り
、頑
張
っ
て
い
る
姿
を

認
め
、異
年
齢
児
と
の
か
か
わ
り
も
心
地
よ
く
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
“こ
じ
か
の
日
”：
世
話
を
し
た
り
す
る
喜
び
に
共
感
し
な

が
ら
、か
か
わ
り
方
を
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
導

い
て
い
く
。

●
友
達
と
考
え
や
気
持
を
出
し
合
え
る
よ
う
に

○
友
達
関
係
を
深
め
る

・
互
い
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
：
考
え
を
出
し
合
っ
て
い
る

姿
を
認
め
、意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
遊
ぶ
楽
し
さ
が

味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
ル
ー
ル
の
あ
る
チ
ー
ム
で
協
力
す
る
運
動
遊
び
：
自
分

た
ち
で
遊
び
を
進
め
て
い
る
と
い
う
気
持
や
大
勢
の

友
達
と
遊
ぶ
醍
醐
味
が
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。保
育

者
も
参
加
し
て
約
束
事
を
話
し
合
い
、ル
ー
ル
を
守
っ

て
遊
ぶ
楽
し
さ
を
充
分
に
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
話
し
合
い
：
保
育
者
が
仲
介
し
、自
分
の
思
い
を
友
達
に

伝
わ
る
よ
う
に
話
そ
う
と
す
る
と
す
る
気
持
ち
が
も
て

る
よ
う
に
す
る
。

・
相
手
へ
の
気
付
き
：
相
手
の
反
応
や
表
情
に
気
付
け
る

よ
う
な
言
葉
を
か
け
、相
手
の
こ
と
を
考
え
た
言
動
が

で
き
る
よ
う
に
導
く
。

●
友
達
と
協
力し
な
がら
遊
び
や
活
動
をす
すめ
て
い
ける
よう
に

○
友
達
と
協
力
す
る

・
友
達
と
互
い
に
考
え
合
う
関
係
：
互
い
に
考
え
合
っ

て
い
る
か
ら
遊
び
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
気
付

か
せ
、充
実
感
や
自
信
が
も
て
る
遊
よ
う
に
す
る
。

・
協
力
し
て
遊
び
を
進
め
る
：
保
育
者
も
仲
間
に
加
わ

り
、思
い
を
持
続
さ
せ
な
が
ら
、友
達
と
力
を
合
わ

せ
て
遊
び
を
進
め
て
い
く
お
も
し
ろ
さ
が
味
わ
え

る
よ
う
に
す
る

・
集
団
遊
び（
鬼
遊
び
・
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
）：
保
育
者
も

一
緒
に
、相
談
し
な
が
ら
協
力
し
て
遊
ぶ
お
も
し
ろ

さ
が
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
め
あ
て
の
あ
る
活
動
：
互
い
の
考
え
を
出
し
合
い
な

が
ら
決
め
て
い
く
過
程
を
大
切
に
し
、意
欲
が
高

ま
っ
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

・
主
張
の
ぶ
つ
か
り
合
い
：
主
張
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た

と
き
に
は
、両
者
が
目
的
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
、折
り
合
い
を
つ
け
る
経
験
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

●
友
達
と
共
通
の
目
的
を
も
っ
て
活
動
を
す
す
め
て
い
け
る
よ
う
に

○
友
達
と
遊
び
や
活
動
を
す
す
め
る

・
遊
び
の
展
開
：
イ
メ
ー
ジ
し
た
こ
と
を
具
現
化
し
、意
欲
を
持
続
さ
せ
て

遊
び
を
展
開
し
て
い
け
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

・
子
ど
も
達
で
進
め
る
：
計
画
を
立
て
た
り
相
談
す
る
中
で
、試
行
錯
誤

を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
く
様
子
を
見
守
り
、子
ど
も
達
の
頑
張
り
を

大
切
に
し
て
い
く
。

・
同
じ
課
題
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
：
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
え
る
よ
う
に
援

助
し
、よ
り
よ
い
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
高
め
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
。

・
意
見
の
衝
突
・
も
め
ご
と
：
い
つ
も
と
違
う
友
達
と
遊
ぶ
機
会
が
多
く
な

り
、意
見
の
衝
突
な
ど
も
増
す
。仲
裁
に
入
っ
て
い
る
子
ど
も
を
認
め

た
り
、周
り
に
い
る
子
ど
も
の
意
見
を
求
め
た
り
し
て
、自
分
た
ち
で
解

決
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
。

・
友
達
関
係
の
深
ま
り
：
共
通
の
目
的
を
見
い
出
し
活
動
を
進
め
る
中
で
、

友
達
関
係
が
よ
り
深
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

・
自
然
現
象
・
季
節
：
小
さ
な
発
見
な
ど
を
受
け
止
め
、他
の
子
ど
も
に
伝

え
、感
動
を
と
も
に
し
な
が
ら
、自
然
に
対
す
る
関
心
や
豊
か
な
感
性

を
育
む
。

Ｎ
幼
稚
園
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よ
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作
成
。
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求められる。
このように「安定」では、保育者との信頼関係を基

盤に、友達関係の中で自己を発揮し、認めてもらった
り、思いが実現する経験を重ね、自信を高めていける
ような援助が目指されている。　
●充実　Ⅰ期では、まず「年長児」として自分たちで
生活をつくっていくための援助が重視され、生活の主
体者としての意識が持てるような援助が求められる。
Ⅱ期になり年長児としての生活が安定してくると、活
動の幅が広げられ、自信・責任感といった内面を育む
援助が期待される。子どもたちが自分で考え、決定す
る場面が大切にされ、認めたり、励ましたり、一緒に
考えたりしながら、実行まで丁寧にかかわる援助が求
められている。

Ⅲ期以降は、活動の幅を深める援助も目指される。
Ⅲ期では、頑張りや挑戦する気持ちが生まれるものを
子どもたちに投げかけ、励ましたり手助けしながら、
頑張った充実感やできた喜びを味わえるような援助が
求められる。Ⅳ期になると、子どもが頑張る姿を見守っ
たり、認める、共感する、励ます、個別に援助するな
どしながら、達成感や充実感が味わえるような援助が
目指される。Ⅴ期では、トラブルや葛藤の場面でも、
子どもの育ちを信じて待ったり、見守る、時には励ま
すなど、子どもが自分で乗り越えていけるような援助
が求められる。
●共存　Ⅰ、Ⅱ期では、Ⅰ期で築いた保育者と子ども
の信頼関係をもとに、子どもたちがお互いを知り、友
達関係を深め、広げていくような援助が目指される。
「学びに向かう力」の協調性の基盤がここで形成され
ている。

さらにⅡ期になると、異年齢交流で頑張っている姿
を認めたり、励まし、年少の子どもとの関係を深めら
れるような援助が目指される。

Ⅲ期では、友達関係をより一層深めていけるような
援助が求められる。友達の反応や表情に気付けるよう
な言葉がけをしたり、保育者が仲介して思いを伝えた
り、考えを出し合っている姿を認めたりしながら、相
手のことを考えた行動ができるように導く援助が目指
される。

Ⅳ期になると、友達と協力して遊びや活動が進めて
いけるような援助が求められる。子どもが同じ思いを
もって取り組んでいけるように、保育者も仲間の一員
となって遊びに加わりながら、子どもの発想を取り上
げ全体に広めたり、共通体験を生かした遊びや活動の
きっかけを投げかけたりする援助が必要となる。

就学を控えたⅤ期では、友達と共通の目的をもって
遊びや活動を進めていけるような援助が求められる。
自分たちで目的が持てるように助言したり、試行錯誤
しながら進めていく様子を見守ったり、時には励まし、
アドバイスをしながら、「協同性」の育ちを支える援

助が期待される。また、意見の衝突やもめごとが生じ
た時には、仲裁に入っている子どもを認めたり、周り
にいる子どもに意見を求めるなどして、自分たちで解
決できるような援助が目指される。

（３）「学びに向かう力」との関連
Ｎ幼稚園の３つの教育の柱である「安定」「充実」

「共存」と「学びに向かう力」の関連を見ると、「安
定」を基盤にしながら、「安定」も含めた「充実」「共
存」の教育活動の中で、「学びに向かう力」の特に「自
己主張」「自己統制」「協調性」の育ちが見てとれた。
そこで、ここではこれら３点の「学びに向かう力」に
着目し、「環境構成」、及び「保育者の援助」との関連
をみていく。
●環境構成　全体的な特徴として、１年を通して「モ
ノ」の準備や配置よりも「遊び・活動・場面」などを
投げかけ、提供する援助が多かった。上野（2007）は
「就学能力」はその能力を含んだ活動を展開すること
によって形成されると述べていた。遊びを通して学ぶ
保育においては、育てたい力が明確にある場合、その
力を育む具体的な「遊び」や「活動」を提案する実践
方法が取り組みやすいのかも知れない。

各項目をみていくと「安定」では、３、４歳児から
の園生活で培ってきた「安定」を基盤に、自分の思い
を出しながら（自己主張）（Ⅱ期）、持続力、集中力を
もって活動に取り組み（自己統制）（Ⅲ期）、人と「協
調」する中で（Ⅳ期）、自信をもって自己を発揮して
いくこと（自己主張）（Ⅴ期）が目指されていた。
「充実」では、まず活動に取り組む機会を保障した

上で（Ⅱ期）、挑戦し、力を出して頑張る（自己統制・
自己主張）（Ⅲ期）経験を求め、さらに課題意識を持
ち（自己統制）（Ⅳ期）、集団の一員としての役割を意
識しながら、責任を持ってやり遂げること（自己統制）
（Ⅴ期）が目指されていた。
「共存」では、人間関係の幅を広げながら（Ⅱ期）、

徐々に「協力」（Ⅲ期）、「目的」の共有（Ⅳ期）、同じ
「課題」に取り組む（Ⅴ期）など、友達とのつながり
を深めることが求められていた（協調性）。
●保育者の援助

全体的な特徴として、遊びや活動の中に、保育者が
仲介者として入る援助が多く見られた。投げかけた遊
びや活動が展開していく過程を、保育者が見守りなが
ら、必要と感じた時には仲介に入るということだろうか。

具体的には「安定」では、子どもとの信頼関係を築
いた（Ⅰ期）後に、思いを周りに伝えるなど子ども同
士をつなぎ（協調性）（Ⅱ期）、友達の中で自己を発揮
しながら（自己主張）、粘り強く取り組み、やり遂げ
た充実感を味わって（Ⅲ，Ⅳ期）、自信を高めたり友
達関係を深めていくこと（協調性）（Ⅴ期）が目指さ
れていた。
「充実」では、生活の主体者として（自己主張）（Ⅰ
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期）、活動の幅を広げながら自信（自己主張）や責任
感（自己統制）を育み（Ⅱ期）、頑張りや挑戦する経
験（自己統制）を通して充実感を感じ（Ⅲ期）、より
高度なものを求めて遊びに没頭しながら（自己統制）
（Ⅳ期）、トラブルや葛藤を自分で乗り越えていける
（自己統制）（Ⅴ期）育ちが目指されていた。
「共存」では、保育者との信頼関係をもとに（Ⅰ期）、

友達関係を広げ（Ⅱ期）、友達の思いや考えに気付き
（Ⅲ期）、協力し合いながら（Ⅳ期）、共通の目的をもっ
て活動を進めていけるようになる（Ⅴ期）ことが目標
とされていた（協調性）。

このように、Ｎ幼稚園の指導計画における「安定」
「充実」「共存」は、「学びに向かう力」の「自己主張」
「自己統制」「協調性」「協調性」の育ちにつながって
いた。

４．幼児期の教育と小学校の教育をつなぐアプローチ
　カリキュラムの作成に向けて

本研究では、幼児期の教育と小学校教育の接続につ
いて、求められる背景と経緯を概観した後、幼稚園５
歳児の「教育課程」「指導計画」を対象に、「幼小接続
の在り方」（2010）のいう「目標」―「教育課程」―「教
育活動」の３段構造による分析を行った。その結果、
既に行われている幼稚園の教育活動の中に、小学校教
育につなぐ「学びに向かう力」が埋め込まれており、
これを意識的に取り上げ、系統立てることで、有効な
アプローチカリキュラムが作成可能である手応えを感
じた。しかし、今後の課題として、次の３点が見えて
きた。

（１）３、４歳児の育ちの上にある５歳児の育ち
幼児期の教育を小学校教育につなぐ「アプローチカ

リキュラム」では、小学校との接続期として５歳児の
２学期以降を対象に作成されることが多い。しかし、
本研究で見た「学びに向かう力」の最も根底にあると
考えられた「安定」、特に「環境」における「安定」は、
３、４歳児から培われたものが前提となっていた。

この例を挙げるまでもなく、子どもの発達の連続性
を考えれば、すべての子どもの育ちは、その年齢まで
の子どもの育ちの上に成立している。それゆえ、アプ
ローチカリキュラムの作成においても、就学前までに
育てたい子どもの姿を描きながら、３、４歳児からの
子どもの育ちの過程を辿っておく必要がある。例えば、
Ｎ幼稚園では「文字」とのかかわりはⅤ期のみで取り
上げられていた（Table ６参照）。それゆえ、５歳児
Ⅴ期までの文字とのかかわりの過程を「教育課程」と
「指導計画」においても、辿っていくことが必要である。

（２）子ども自らが「遊び・活動・場」をつくる援助
子ども自らが主体的な生活者として自立していくた

めには、「就学能力」がその能力を含んだ活動を展開
することによって形成される（上野，2007）としても、
具体的な遊びや活動を投げかけるだけではなく、子ど
も自身が遊びや活動をつくりあげていく経験を十分に
確保することも必要である。例えば「子どもが興味関
心のあるもの、育ちに必要な体験のできる遊具や用具
を十分に設置、準備する」（幼児教育と小学校教育の
連携カリキュラム編集会議，2012，p.34）といった環
境構成も求められる。

（３）場と時間を保障する援助
上記のように、子どもたちが自ら遊びや活動を作っ

ていくためには、場所と時間の確保が必須である。Ｎ
幼稚園の指導計画には「時間」についての記載が見ら
れなかった。子どもの中から遊びや活動が生まれてく
る時間を意識的に保障し、じっくりと待つ保育も必要
である。
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注１）自尊感
かけがえのない自分を大切に思う心。自分の

弱いところやいやなところも含めて、自分を丸
ごと肯定する気持ちであり、自分の存在そのも
のを価値ある者と認める心。そしてその心は人
のことも同じように大切に思う気持ちにつなが
る。

注２）Ｎ幼稚園では、５歳児（１年保育児）の募集は
行っておらず、園児は少なくとも１年間の園生
活を体験している。

注３）「ちびっこせんせいのしごと」は、主に次の３点。
「かたづけのおしらせをする」（片付けの時間が
来たら、鈴を鳴らして友達に知らせる）、「かた
づけのしあげをする」、「ぐるーぷのともだちに

てがみをくばる」である。生活グループに１人
ずつ、１週間交替の輪番制である。４月下旬より、
取り入れられた。
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